第18回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2010年3月3日(水曜日）

時間:　13時30分より14時30分

接続: ビデオ（52869) + WEBEX

出席者：高富、浦川、早野、柏木、加藤、杉本（KEK会場）、磯山（阪大会場）飯島、栗木（広島会場）

◯栗木より、Laserの受け入れ準備状況について報告があった。

レーザーハット、光学台、冷却水、電源、備品等は概ね準備完了。ロシア側の通関手続きにより、KEKへのレーザー本体の到着は3/16になる予定。IAPグループ(Anatoly, Vladimir, Grigory)は3/17より滞在予定。栗木は3/13-19、3/24-26まで滞在予定。

Q:ロシア側の帰りの日程は？検収との関連で明確にしてほしい。

A:確認する。検収については、早野先生不在時の対応を検討する。

◯柏木氏より、空洞および磁石類の製作状況について報告があった。

加工が難しいディスク水路部の加工試験、また本体の鑞着け試験（Pd）をおこなった。各々問題点を確認したので、対処する。またソレノイド、シケイン、四重極、などの磁石類、イオンポンプ取り付け部の修正などは三月末に完成予定。

Q：鑞着けの問題点とは？

A:クリアランスが大きいと鑞が流れない。クリアランスを小さくとり、かつ表面まで鑞が流れ出さないように途中に鑞溜りの空間を設けている。

Q:ダイヤモンドバイトでも種類によって性能が異なるようだが、今回使用したものは？

A:ダイヤモンドを使用しているが、種類は不明。ディスク流路内部の加工は超硬バイトを使用した。

Q:何故Pd鑞なのか？

A:複数回鑞着けをするので、融点の違う複数のものを使用する。Pdと金鑞を使用予定。

◯早野先生より、STF-RF Gunの状況について報告があった。

空洞本体は冷却水配管の改造を終えて、現在組み立て途中である。またレーザーハットの建設が終了した。壁の片側が脱着可能であり、光学台を搬入済である。

Q:放射線管理体制はどうなっているのか？

A:STFはまだ放射線管理区域ではないので、放射線登録等は必要ない。ただし、入構にはカードが必要で、かつ管理は独立なので、作業する場合は登録が必要（担当照沼）。また、そもそも放射線IDカードを持っていない人には、専用のSTF入構専用カードが用意されている。（担当、白形）

その他

Q:4/1-3のロシアの訪問団（Evgeny Khazanov, Grigory Trubnikov)の対応は？

A:横谷氏を含めて、この会合とは別に設定したほうがよい。4/2あたりだろう。

次回ミーティングは2010年4月1日（木）15時00分より

文責：栗木　　　

